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NEC Express5800 シリーズ 
Express5800/R31Aa-E2, R32Aa-M2, R32Aa-H2 
(Linux モデル) 

PowerChute Network Shutdown 設定(UPS 片系接続) 

本機に無停電電源装置(UPS)を 1 台接続し、電源障害発生時に PowerChute Network Shutdown によって、本機

を安全にシャットダウンさせるための設定方法について説明します。 

 

本書はPowerChute Network Shutdownバージョン5.2に対応しています。 
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1. 接続形態 

 

本機の 2 本の AC 電源ケーブルのうち、1 本を商用電源に接続し、もう 1 本を無停電電源装置のコンセントに接続し

てください。 

 

 

無停電電源装置 本機 

商用電源 商用電源 



2. 無停電電源装置と SmartUPS 用 SNMP カードのセットアップ 
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2. 無停電電源装置と SmartUPS 用 SNMP カードのセッ

トアップ 

 

無停電電源装置と SmartUPS 用 SNMP カードの取扱説明書を参照して、セットアップを行ってください。 

SmartUPS 用 SNMP カード取扱説明書を参照して、SmartUPS 用 SNMP カードには本機と通信できるように IP アド

レス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイの設定を行ってください。 
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 SmartUPS 用 SNMP カードに対して、以下の設定を行ってください。 

1. SmartUPS 用 SNMP カードに Web ブラウザーで接続してログインしてください。 

2. [設定]→[シャットダウン]を開き、以下のように設定してください。 

⚫ バッテリーシャットダウン動作にて[電源復旧時に再起動]を選択してください。 

⚫ PCNS 通信プロトコルにて PowerChute Network Shutdown との通信に使用するプロトコルの[有効]に

チェックを入れてください。 

3. [適用]をクリックしてください。 

 

 



3. PowerChute Network Shutdown のセットアップ 
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3. PowerChute Network Shutdown のセットアップ 

 

PowerChute Network Shutdown インストールガイドを参照して、本機の RHEL への PowerChute Network Shutdown

のインストールとセットアップを行い、PowerChute Network Shutdown から無停電電源装置を制御できる状態にし

てください。 

 

・PowerChute Network Shutdown のセットアップウィザードでコンピュータの IP アドレスの選択を要求された際に

は、本機の RHEL でボンディングされた、アプリケーション用の IP アドレスを選択してください。 

ztC Endurance コンソール用の IP アドレスでは冗長性を確保できませんので、選択しないでください。 

 

 

・UPS の構成は[シングル]を選択してください。 

 

 

・セキュリティのユーザ名は SmartUPS 用 SNMP カードのユーザ名、パスワードは PowerChute Network Shutdown

のパスワード、認証フレーズは SmartUPS 用 SNMP カードの認証フレーズを入力してください。 
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 ・Network Management Card 登録で信頼できない SSL を受信したため、接続エラーが発生した場合は、以下の対処

を行ってください。 

 

1. [問題の修正]ボタンを押してください。 

 

 

2. 証明書の管理にて、[証明書を表示して受け入れる]の下にあるボタンを押してください。 

 

 

3. 表示された証明書にて、[証明書を受理する]ボタンを押してください。 

 

 

 

  



3. PowerChute Network Shutdown のセットアップ 

 

 Express5800/R31Aa-E2, R32Aa-M2, R32Aa-H2  PowerChute Network Shutdown 設定(片系接続) 8 

PowerChute Network Shutdown 設定(片系接続) 

 

 

 

  

・UPS シャットダウンの設定は [UPS の電源をオフにする] を選択してください。 

 

 

 



4. 本機で使用するために 
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4. 本機で使用するために 

 

以下の手順により、本機を PowerChute Network Shutdown でシャットダウンするための設定を行ってください。 

 

1. 本機の RHEL でファイルをコピーします。 

root ユーザで次のコマンドを実行します。 

# cp /opt/stratus/apc_ups/zen_apc_shutdown /opt/APC/PowerChute/user_files 

# ls -al /opt/APC/PowerChute/user_files 

zen_apc_shutdown ファイルのユーザとグループがともに root になっていることを確認してください。 

 

セットアップの後、ztC Endurance コンソールにログインすると、UPS Configuration ページが表示されます。 

「Enable Uninterruptible Power Supply (UPS) shutdown request handling」をチェックしてください。 
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 2. PowerChute Network Shutdown でシャットダウンの設定をします。 

Web ブラウザーで PowerChute Web UI へ接続します。 

[構成] → [シャットダウン設定]の、UPS シャットダウンの設定が[UPS の電源をオフにする]になっていることを

確認します。なっていない場合は[UPS の電源をオフにする]を選択して[適用]ボタンを押します。 

 

 

 

[コマンド実行] → [コマンドファイルのフルパス] に以下を記入してください。 

 

 /opt/APC/PowerChute/user_files/zen_apc_shutdown 

 

所用時間は構成等で変わりますので、お客様システムでシャットダウンにかかる時間を確認して入力してくださ

い。最小構成で負荷なしの状態で 45 秒程度かかります。 

入力後、[適用]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 



4. 本機で使用するために 

 

 Express5800/R31Aa-E2, R32Aa-M2, R32Aa-H2  PowerChute Network Shutdown 設定(片系接続) 11 

PowerChute Network Shutdown 設定(片系接続) 

 

 

 

 [構成] → [イベントの設定]の、[UPS オンバッテリ]イベントの[シャットダウン]のところにあるアイコンをク

リックし、[シャットダウンの有効化]にチェックを入れて[適用]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. 注意事項 
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5. 注意事項 

 

⚫ 本機に直接接続した電源と無停電電源装置に接続した電源の両方に電源障害が発生した場合に、無停電電源装

置から供給された電源を用いて本機のシャットダウンが行われます。 

無停電電源装置に接続した電源のみに障害が発生した場合、本機のシャットダウンは行われません。 

その際には、本機にインストールされた PowerChute Network Shutdown サービスの再起動が繰り返し発生しま

す。 

本機は直接接続された電源と無停電電源装置のバッテリーから供給された電源によって継続動作し、ztC 

Endurance コンソールでは電源状態は正常と扱われます。 

 

⚫ PowerChute Network Shutdown のシャットダウン設定に、業務アプリケーションを終了するコマンドを設定し

ないでください。 

先述の通り、無停電電源装置に接続した電源のみに障害が発生した場合、本機のシャットダウンは行われませ

んが、業務アプリケーションを終了するコマンドを設定していると、業務アプリケーションが終了してしまい

ます。 

 

⚫ 本機に直接接続した電源と無停電電源装置に接続した電源の両方に電源障害が発生して本機のシャットダウン

が行われた後、無停電電源装置からの電源供給が終了するまでの間に、本機に直接接続した電源の障害が復旧

した場合、本機の自動起動は行われません。 

 

⚫ PowerChute Network Shutdown と SNMP カードとの間の通信は HTTPS を使用するため、SNMP カードに証

明書の登録が必要です。PowerChute Network Shutdown に同梱されているデフォルトの SSL 証明書は利用で

きません。より詳細な情報は PowerChute Network Shutdown インストールガイドの「セキュリティ設定」を参

照してください。 
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6. 参考情報 

 

関連のガイド及び説明書は次の通りです。 

 

・PowerChute Network Shutdown インストールガイド 

 https://jpn.nec.com/esmpro_ac/pcns_download.html 

 PCNS Windows&Linux (Linux 版)   

 

・無停電電源装置の取扱説明書、SmartUPS 用 SNMP カード取扱説明書 

 ご利用の UPS 装置に対応する説明書 

 

・サーバのインストレーションガイド(Linux 編) 

 ご利用のサーバに対応するインストレーションガイド 
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